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「
青
年
団
」
が
あ
っ
た
頃

　
青
年
団
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
の
は
40

歳
代
後
半
以
上
の
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
江
戸
時
代
に
は
村
の
若
者
組
、
若
者

連
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
引
き

継
が
れ
、
明
治
時
代
半
ば
以
降
か
ら
青
年

会
と
改
称
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
は
男
性
の

み
で
構
成
さ
れ
、
女
性
の
組
織（
処
女
会
）

が
別
に
あ
り
ま
し
た
。
青
年
会（
団
）は
、

各
字（
現
在
の
自
治
会
）単
位
で
始
ま
り
、

町（
村
）、
や
が
て
郡
・
県
と
い
う
連
合
会

組
織
が
編
成
さ
れ
、
広
域
な
活
動
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
渥
美
町
・
赤
羽
根
町
で
は
戦
後
に
青
年

団・
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
・
県
・
郡

が
青
年
団・
と
称
し
な
が
ら
、
田
原
町
は
昭

和
36
年
に
機
構
・
会
則
を
改
め
た
に
も
関

わ
ら
ず
青
年
会・
の
名
称
の
ま
ま
で
し
た
。

　
野
田
村
南
の
青
年
社
（
団
）
の
昭
和
27

年
に
改
め
た
社
則
に
は
、そ
の
目
的
を「
学

術
を
研
究
し
教
養
を
高
め
身
体
を
鍛
錬
し

て
規
律
を
守
り
礼
儀
を
正
し
く
し
心
義
を

重
じ
社
会
生
活
の
基
礎
を
修
得
し
て
協

同
一
致
し

て
事
業
を

行
い
社
会

に
奉
仕
す

る
」
と
あ

り
ま
す
。

明
治
以
前

の
村
の
組

織
の
中
の

半
ば
強
制
参
加
の
活
動
か
ら
、
戦
後
の
社

会
教
育
法
に
よ
っ
て
、
自
主
的
に
参
加
し

個
人
を
研
さ
ん
し
、
さ
ら
に
地
域
へ
の
貢

献
を
意
識
し
た
目
的
に
変
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
過
程
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
後
に
は
、
男
女
で
組
織
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
田
原
町
の
青
年
会
報
紙『
潮
の
音
』（
昭

和
52
年
）
に
は
、
町
の
青
年
会
の
校
区
巡

回
、
学
習
活
動
（
ユ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
）、

女
子
活
動
、
文
化
活
動
（
文
化
祭
）、
社

会
活
動（
交
通
安
全
）、奉
仕
活
動（
清
掃
）、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

な
ど
実
に
多
く
の
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
だ
け
で
は
な
く
、支
部（
校
区
）、

地
区
の
活
動
も
あ
る
の
で
、
青
年
会
の
活

動
は
実
に
活
発
で
し
た
。特
に
盆
踊
り
で

は
地
域
の
中
心
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。良
く
学
び
、遊
び
、仲
間
を

増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

昭
和
の
終
わ
り
頃
に
は
男
性
は
25
歳

頃
、
女
性
は
22
歳
頃
で
退
会
と
い
う
の
が

慣
わ
し
で
、
青
年
団
員
は
、
そ
の
間
に
活

動
を
通
し
て
結
婚
相
手
を
見
つ
け
た
方
も

多
か
っ
た
よ
う
で
、
団
は
若
者
の
有
効
な

交
流
の
場
だ
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
青

年
団
は
地
域
を
支
え
、
活
力
を
与
え
る
大

事
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
田
原
町
で
は
、
昭
和
52
年
に
５
０
０
人

以
上
い
た
会
員
が
昭
和
59
年
に
は
半
減

し
、
さ
ら
に
平
成
６
年
以
降
は
急
激
に
会

員
数
を
減
ら
し
、
町
の
青
年
会
か
ら
脱
会

す
る
支
部
も
増
え
ま
し
た
。
３
町
の
青
年

団
も
例
に
漏
れ
ず
平
成
16
年
頃
に
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
進
学

率
が
高
く
な
っ
た
こ
と
、職
業
の
多
様
化
、

通
勤
範
囲
の
拡
大
が
直
接
的
な
理
由
に
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
の
多
様
化
、
仲
間
意
識
の

変
化
も
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

そ
の
本
来
の
目
的
は
魅
力
的
で
す
し
、
そ

の
時
代
を
経
験
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
寂

し
い
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　

    
  （

学
芸
員　
増
山
禎
之
）

◦田原町青年会会報誌『潮の音』
　文化活動　七夕フェスティバル

◦昭和27年　野田村南青年社社則
◦野田村南青年社入社の盃
　これで青年の一員になる誓いを立てた
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